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大
阪
兵
学
寮
に
編
入
さ
れ
る
に
至

っ
た
。

横
浜
語
学
所
の
出
身
者
に
は
、
幕
府

時
代
の
活
躍
に
引
き
続
き
、
維
新
後
も

明
治
政
府
に
仕
え
て
官
僚

・
軍
人

・
技

術
者
な
ど
と
し
て
功
績
を
残
し
た
人
物

が
少
な
く
な
か
っ
た
。
ま
た
、
維
新
後

の

一
時
期
沼
津
兵
学
校
の
教
授
や
生
徒

に
な

っ
て
い
た
者
も
あ

っ
た
。
横
浜
語

学
所
出
身
で
沼
津
兵
学
校
に
関
係
し
た

人
物
を
以
下
に
紹
介
し
て
み
よ
う
。

神
保
長
致

（
一
人
四
二
～

一
九

一
〇
）

通
称
寅
二
郎
。
滝
川
八
郎

一
新
の
子

と
し
て
生
ま
れ
、
二
の
九
御
留
守
居
神

保
常
八
郎
長
貴
の
養
子
と
な

っ
た
。
横

浜
語
学
所
で
学
ん
だ
あ
と
、
フ
ラ
ン
ス

人
十
官
の
通
訳
を
つ
と
め
な
が
ら
二
兵

伝
習
を
受
け
、
騎
兵
差
図
役
勤
方
に
な

っ
た
。
沼
津
兵
学
校
で
は
、
生
徒
か
ら

教
授
に
抜
櫂
さ
れ
、
二
等
教
授
と
し
て

数
学
を
担
当
し
た
。
明
治
政
府
出
仕
後

は
、
陸
軍
兵
学
寮

・
陸
軍
士
官
学
校
で

教
鞭
を
と
っ
た
。

山
内
勝
明

（
一
八
四
八
～

一
九

一
二
）

通
称
文
次
郎
。
大
砲
差
図
役
勤
方
の

と
き
横
浜
語
学
所
に
入
学
。
慶
応
三
年

パ
リ
万
国
博
覧
会
に
列
席
す
る
徳
川
昭

武
に
通
訳
と
し
て
随
行
。
ま
た
留
学
生

と
し
て
欧
州
を
歴
訪
し
た
。
沼
津
で
は

二
等
教
授
を
つ
と
め
、
フ
ラ
ン
ス
語
を

担
当
。
政
府
出
仕
後
は
外
務
省
や
宮
内

省
で
活
躍
し
た
。

熊
谷
直
孝

（
一
八
五
〇
～

一
九
四
二
）

通
称
次
郎
橘
。
栗
本
鋤
雲
が
母
方
の

叔
父
に
あ
た
る
関
係
か
ら
、
語
学
所
入

学
を
勧
め
ら
れ
た
。
沼
津
で
は
教
授
方

手
伝
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
語
を
担
当
。
明

治
政
府
出
仕
後
、
明
治
五
年
か
ら
七
年

ま
で
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
て
化
学

・
物

理
を
学
び
、
以
後
横
須
賀
造
船
所
に
お

い
て
技
術
教
育
に
生
涯
を
俸
げ
た
。

岡
田
顕
次
郎

前
頁
の
横
浜
語
学
所
職
員

・
生
徒
の

集
合
写
真
に
写
っ
て
い
る
①
の
岡
田
顕

次
郎
は
、
沼
津
兵
学
校
第
二
期
資
業
生

の
同
名
の
人
物
と
同

一
人
物
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
経
歴
は

不
明
で
あ
る
。

一
方
、
沼
津
兵
学
校
の
姉
妹
校
静
岡

学
問
所
の
ほ
う
に
も
横
浜
語
学
所
の
出

身
者
が
多
か
っ
た
。
二
等
教
授
長
田
鐘

太
郎
、
同
田
中
弘
義
、
四
等
教
授
神
原

操
、
五
等
教
授
織
田
信
義
、
同
日
下
寿
、

教
授
世
話
心
得
成
島
謙
吉
、
同
田
中
文

吉
、
同
益
頭
尚
志

（峻
南
）
、
同
竹
村

本
五
郎
と
い
っ
た
人
々
で
あ
る
。

な
お
、
沼
津
兵
学
校
で
フ
ラ
ン
ス
語

を
担
当
し
た
教
授
の
中
に
は
、
横
浜
語

学
所
出
身
で
は
な
い
が
、
同
校
と
は
密

接
な
関
係
に
あ

っ
た
横
須
賀
製
鉄
所
で

フ
ラ
ン
ス
語
を
学
ん
だ
者
も

い
た
。
静

岡
学
問
所
で
四

・
五
等
教
授
を
つ
と
め

沼
津
兵
学
校
教
授
方
手
伝
に
転
任
し
た

小
野
清
照

（
勝
太
郎
）
で
あ
る
。

小
野
清
照

（
一
八
五

一
～
，
）
は
、

幕
臣
小
野
新
之
丞
の
長
男
に
生
ま
れ
、

昌
平
■

・
開
成
所
で
学
ん
だ
。
慶
応
三

長 田 鐘太郎
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江
原
素
六
の
次
弟
は
義
次

（儀
次
と

も
書
く
）
と
い
い
、
嘉
永
三
年

（
一
人

五
〇
）
二
月
二
日
父
源
吾
の
次
男
と
し

て
生
ま
れ
た
。
秀
才
の
誉
高
く
十
五
歳

の
と
き
昌
平
骨
に
入
学
し
、
の
ち
横
浜

語
学
所
で
フ
ラ
ン
ス
語
と
馬
術
を
修
め

た
ら
し
い
。

『江
原
素
六
先
生
伝
』
に

は
、

「幕
府
選
抜
し
て
仏
蘭
西
に
留
学

せ
し
む
る
事
と
な
り
し
に
よ
り
、
準
備

の
為
め
横
浜
に
開
塾
せ
る
仏
人
の
寄
宿

合
に
入
る
、
仏
人
仏
語
を
教
ゆ
る
傍
ら

運
動
の
為
め
と
し
て
馬
術
を
練
習
せ
し

む
。
然
る
に
給
費
の
関
係
上
留
学
中
止

と
な
り
し
に
よ
り
空
し
く
帰
附
し
」
と

記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
横
浜
語

学
所
の
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

慶
応
二
年

（
一
八
六
六
）

一
二
月
時

点
で
の
横
浜
語
学
所
生
徒
五
十
九
名
の

中
に
、

「
江
原
鉦
次
郎
」
と
い
う
名
前

（

が
あ
る
が
、
こ
れ
が
義
次
の
こ
と
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

維
新
後
義
次
は
明
治
政
府
に
出
仕
し
、

「大
学
南
校
の
仏
語
教
授
」
に
な

っ
た

と
い
う
。

『東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
』

に
よ
る
と
、
明
治
二
年
当
時
の
開
成
学

校
二
等
教
授

（教
授
試
補
）
と
し
て

「

江
原
鉦
次
郎
」
の
名
前
が
あ
る
。

義
次
は
、
兄
素
六
が
戊
辰
戦
争
で
賊

軍
に
身
を
投
じ
た
た
め
廃
嫡
と
な

っ
た

関
係
上
、
家
督
を
継

い
だ
。

の
ち
陸
軍

御
用
掛
と
な
リ
フ
ラ
ン
ス
語
と
馬
術
を

担
当
し
た
と
い
う
が
、
明
治
四
年
当
時

陸
軍
中
尉
と
し
て
大
阪
鎮
台
に
勤
務
し

て
い
た
こ
と
を
示
す
文
書
も
残

っ
て
い

る
。
間
も
な
く
沼
津
に
移
住
し
た
ら
し

い
が
、
そ
の
後
の
経
歴
は
謎
で
あ
る
。

明
治
二
十
二
年

（
一
八
九
九
）
二
月

十
九
日
没
。
駿
東
郡
鷹
根
村
柳
沢
の
長

倉
米
作
が
養
嗣
子
と
な
り
相
続
し
た
。

ヽ

工■
ホ
繊
＝
ぬ
ま
づ
近
代
史
点
描
⑫
雄
■
＝
淋

明
治
の
南
洋
探
検
家

隷

鈴 木 経 勲

(森本史郎氏提供 )

日清戦争の従軍記者当時

江 原 義 次

■ 暮 藪1燿 末碁

鈴

木

経

勲

明
治
以
後
静
岡
県
内
で

一
番
最
初
に

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
出
来
た
の
は
沼
津

市
松
長

（当
時
駿
東
郡
松
長
村
）
で
あ

る
。
か
つ
て
横
浜
語
学
所
で
学
び
維
新

後
松
長
村
に
移
住
し
た
旧
幕
臣
鈴
木
龍

六

（
一
八
四
八
～

一
九

一
〇
）
が
、
東

京
で
入
信
し
た
の
ち
、
明
治
八
年

（
一

八
七
五
）
フ
ラ
ン
ス
人
神
父

マ
ラ
ン
を

同
行
し
、
松
長
村
で
村
人
た
ち
に
洗
礼

を
授
け
た
の
で
あ
る
。

そ
の
龍
六
の
弟
経
勲

（退
介

　

一
八

五
三
～

一
九
二
八
）
も
、
や
は
り
幕
末

に
横
浜
語
学
所
で
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
ん

だ

一
人
だ
っ
た
。
彼
は
維
新
後
静
岡
藩

沼
津
郡
方
に
な

っ
た
父
や
兄
と
と
も
に

松
長
に
移
住
し
た
。
そ
の
後

一
時
兄
と

と
も
に
カ
ト
リ
ッ
ク
伝
道
に
従
事
し
、

の
ち
上
京
し
て
外
務
省
に
入
っ
た
。
そ

し
て
明
治
十
七
年

（
一
八
八
四
）
邦
人

虐
殺
事
件
に
際
し
マ
ー
シ
ャ
ル
群
島
に

派
遣
さ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
以
後

南
洋
探
検
家

・
南
進
論
者
と
し
て
名
を

馳
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
外
務
省
を
辞

し
た
後
、
明
治
二
十
年

（
一
八
八
七
）

か
ら
二
十
三
年

（
一
八
九
〇
）
に
か
け

硫
黄
島

・
ハ
ワ
イ

・
サ
モ
ア

・
フ
ィ
ジ

ー

・
グ
ァ
ム

・
ヤ
ッ
プ

・
パ
ラ
オ
な
ど

を
歴
訪
す
る
か
た
わ
ら
、
政
府
に
無
人

島
占
領
を
建
策
し
た
り
、
南
洋
と
の
交

易
事
業
を
手
が
け
た
り
し
た
。
ま
た
二

十
五
年
か
ら
二
十
六
年
に
か
け
、
二
部

作

『南
洋
探
検
実
記
』

・

『南
島
巡
航

記
』

・

『南
洋
風
物
誌
』
を
刊
行
し
た
。

こ
れ
ら
の
著
作
は
、
現
在
も
復
刻
が
出

さ
れ
て
お
り
、
南
洋
諸
島
に
関
す
る
紀

行

・
記
録
と
し
て
再
評
価
さ
れ
て
い
る
。

経
勲
や
鈴
木
氏
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、

『沼
津
市
博
物
館
紀
要
』
１２
を
参
照
。
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◎
企
画
展

「沼
津
藩
の
人
材
」
の
開

催
に
つ
い
て

今
年
度
夏
の
企
画
展
は
、
歴
史
民
俗

資
料
館
と
共
同
の
テ
ー

マ
と
し
て
沼
津

水
野
藩
を
設
定
し
、
三
館
で
同
時
間
催

し
ま
す
。
藩
全
般
に
つ
い
て
扱
う
原
史

民
俗
資
料
館
に
対
し
、
当
館
は
人
物
中

心
の
展
示
を
行
い
ま
す
。
沼
津
藩
は
五

万
石
の
小
藩
で
し
た
が
、
そ
の
家
臣
団

の
中
に
は
優
れ
た
人
材
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
沼
津
藩
が
輩
出
し
た

人
材
に
つ
い
て
、
藩
時
代
は
勿
論
、
明

治
以
降
の
活
躍
も
含
め
、
紹
介
し
ま
す

期

　

間

一

８

月

１

日

因

～

９

月

２９

日

０

人
ム
　
場

¨
明
治
史
料
館
４
階
展

小
室

ま
た
、
展
示
林
え
の
た
め
左
記
の
期

間
４
階
展

小
本
を
開
室
と
し
ま
す
。

準
備
期
間

一
７
月
２５
日
～
７
月
３‐
日

片
付
期
間

¨
９
月
３０
日
～
１０
月
３
日

◎
歴
史
講
座

「沼
津
藩
の
人
材
」
の

開
催
に
つ
い
て

企
画
展
に
あ
わ
せ
、
歴
史
講
座

「
沼

津
藩
の
人
材
し
を
開
催
し
ま
す
。

受́
講

料
は
無
料
．
会
場
は
明
治
史
料
館
講
座

室
．
定
員

一
〇
〇
名
．
受
講
中
込
み
は

当
館
ま
で
お
電
話
で
。

◎

「沼
津
市
博
物
館
紀
要
１３
」
刊
行

の
御
案
内

体
裁

一
Ｂ
５
判

一
七
●
ベ
ー
ジ

内
容

一
第
１
部
▼
瀬
川
裕
市
郎

（歴
史

民
俗
資
料
館
主
任
学
芸
員
）

「
マ
イ
ク

ロ
。
フ
レ
イ
キ
ン
グ
の
統
計
解
析
と
解

釈
し
▼
山
本
恵

一

（歴
史
民
俗
資
料
館

学
芸
員
）

「静
岡
県
東
部
の
古
墳
時
代

後
期
の
十
‐――ｌｉ
器
に
つ
い
て
」
▼
笹
原
方

郎

（
昭
和
６‐
年
度
歴
史
民
俗
資
料
館
研

究
員
）

一愛
鷹

・
箱
根
山
麓
に
お
け
る

砂
川
期
の
石
器
群
」
　

第
Ｈ
部
▼
樋
口

雄
一彦

（
明
治
史
料
館
学
芸
員
）

「
伊
豆

に
お
け
る
平
田
派
国
学
問
人
の

一
動
向

羽
田
直
秀

（富
卜
万
）
宛
平
田
鉄
胤

書
簡
の
紹
介
か
ら
―
」
▼
高
本
浅
雄
（昭

和
６２

・
６３
年
度
懸
史
民
俗
資
料
館
研
究

歴
史
講
座

「沼
津
藩
の
人
材
」
日
程

・
講
師

・
演
題

（仮
題
）

８
月
６
日
ｍ
午
後
２
～
４
時

平
野
日
出
雄
氏
（
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
）

「
（
上
方
縫
殿
助
に
つ
い
て
）

８
月
１３
日
ｍ
午
後
２
～
４
時

道
家
達
将
氏
（茨
城
大
学
教
授
）

「
（手
島
精

一
に
つ
い
て
ご

８
月
２０
日
ｍ
午
後
２
～
４
時

宇
野
量
介
氏
（元
東
北
工
業
大
学
教
授
）

８
月
２７
日
ｍ
午
後
２
～
４
時

秋
山
繁
雄
氏
（元
明
治
学
院
大
学
史
料
主
）

９
月
３
日
Ⅲ
午
後
２
～
４
時

二
浦
徹
と
服
部
綾
雄
」

館
学
去
員
の
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
解
説
　
「
沼
津
藩
士
の
群
像

員
）

「
戸
田
村
の
石
切
文
書
」
▼
樋
日

雄
彦

（
同
前
）

一‐史
料
紹
介

・
沼
津
兵

学
校
附
属
小
学
校
の
推
書
追
加
」

独
価

一
二
●
●
●
円
（送
料
二
五
八
円
）

販
売
は
、
当
館
と
い
史
民
俗
資
料
館

で
行

っ
て
お
り
ま
す
．
郵
送
の
場
合
は

独
価
に
送
料
を
加
え
、
現
金
書
留
か
郵

使
為
替
で
お
願

い
致
し
ま
す
．

◎
新
収
の
新
聞
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

を
御
利
用
下
さ
い
。

当
館
で
は
、
新
た
に
左
記
の
新
聞

マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
計
六
卜
し
り
―
ル
を

資
料
関
覧
本
に
備
え
付
け
ま
し
た
．

静
岡
新
報

（
明
治
器
・
３
～
大
正
６
・

１
　
従
来
の
欠
号
分
）

東
海
暁
飾

新
聞

（
明
治
２４

・
Ｈ
～
２６

・
‐１
）

静
岡
新
聞

（昭
和
１６
・
‐２
～
３３
・
２
）

水
里1
重

教
日

::己

孝
[

|ド

,拝

,`イ

キド
,格

|||

身
の

キ
|リ

ス
ト
者

◎
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の
開
催

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の
休
館
日

は
次
の
通
り
で
す
。

こ
れ
以
外
は
開
館

し
て
お
り
ま
す

の
で
、
御
家
族
連
れ
で

お
出
掛
け
下
さ
い
．

休

館

日

¨

５

月

１

日

０

、
５

月

６

日

間

、

５

月

８

日

助

◎
５
月
１９
日
は
無
料
開
放
日

江
原
素
六
の
命
Ｈ
を
記
念
し
、
五
月

十
九
日
は
展
示
室
を
無
料
で
開
放
し
ま

す
。

こ
の
機
会
に
御
来
館
下
さ
い
〕

な
お
、
こ
の
日
は
、
当
館
北
方
の
駿

河
台
の
菓
前
で
、
素
六
の
遺
徳
を
し
の

ぶ
記
念
祭
が
社
団
法
人
江
原
素
六
先
生

顕
影
会
の
主
催
で
行
わ
れ
ま
す
．

◎
職
員
の
人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

四
月

一
日
付
の
人
事
異
動
に
よ
り
、

主
事
長
沢
利
之
が
水
道
部
業
務
課
主
杏

と
し
て
転
出
し
、
代

っ
て
新
規
採
用
職

員
の
真
野
正
実
か
着
任
致
し
ま
し
た
．

今
後
と
も
変
ら
ぬ
御
支
援
を
お
願

い
中

し
Ｌ
げ
ま
す
）

沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
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